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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月17日(2008.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管状電極（１２）と、
　前記電極を該電極が高速回転するように支持しかつ複数の移動軸を有するツールヘッド
（１６）と加工物（２０）を支持しかつ付加的な移動軸を有するスピンドル（１８）とを
含む多軸機械（１４）と、
　前記電極（１２）及び加工物（２０）を通して電力を伝送するための導線（２４）を含
む電源（２２）と、
　前記電極（１２）を通して電解液（３０）を循環させるための導管（２８）を含む電解
液供給源（２６）と、
　前記多軸機械（１４）及び電源（２２）にそれらを制御するように作動的に結合され、
かつ前記電極（１２）と加工物（２０）との間に、電気アーク発生がない状態のそれらの
間の放電と一時的に交互する間欠的多重電気アーク（４０）を分散するように構成された
制御装置（３２）と、
を含む電食装置（１０）。
【請求項２】
　前記ツールヘッド（１６）が、３つの直線移動軸及び１つの回転軸を有する状態で前記
多軸機械（１４）内に支持され、かつ該ツールヘッドの移動を総合調整する前記制御装置
（３２）に作動的に結合されて前記電極（１２）の送り経路を制御し、
　前記スピンドル（１８）が、回転移動軸を有する状態で前記多軸機械（１４）内に支持
され、かつ前記加工物（２０）を回転割出しするように前記制御装置（３２）に作動的に
結合されている、
請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記制御装置（３２）が、逐次により深くなる送り経路で前記加工物（２０）を通して
前記電極（１２）を押し進めて該加工物を貫通するスロット（３６）を電気加工するよう
にさらに構成されている、請求項２記載の装置。
【請求項４】
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　前記制御装置（３２）が、その長さを短縮させる前記電極（１２）の摩耗を補償するよ
うにさらに構成されている、請求項３記載の装置。
【請求項５】
　加工物（２０）を電食加工する方法であって、
　送り経路に沿って前記加工物（２０）を横切って高速回転する管状電極（１２）を送る
段階と、
　前記高速回転する電極を通して電解液（３０）を前記加工物に隣接する該電極の先端（
３４）に循環させる段階と、
　前記循環電解液（３０）をろ過して該電解液から電食デブリを除去する段階と、
　前記高速回転する電極（１２）及び加工物にＤＣパルス波形（３８）で電力を供給し、
電気アーク発生がない状態の前記電極先端（３４）と加工物との間の放電と一時的に交互
する間欠的多重電気アークを該電極先端（３４）と加工物との間に分散するようにして、
該加工物を貫通するスロット（３６）を電食加工するようにする段階と、
を含む方法。
【請求項６】
　管状電極（１２）と、
　前記電極を該電極が高速回転するように支持しかつ複数の移動軸を有するツールヘッド
（１６）と加工物（２０）を支持するテーブル（１８）とを含む多軸機械（１４）と、
　前記電極（１２）及び加工物（２０）を通して電力を伝送するための導線（２４）を含
む電源（２２）と、
　前記電極（１２）を通して電解液（３０）を循環させるための導管（２８）を含む電解
液供給源（２６）と、
　前記多軸機械（１４）及び電源（２２）にそれらを制御するように作動的に結合され、
かつ前記電極と加工物との間に多重電気アーク（４０）を分散して、該電極を高速回転さ
せかつ送り経路に沿って移動させながら該加工物を機械加工するよう構成された制御装置
（３２）と、
を含む電食装置（１０）。
【請求項７】
　前記制御装置（３２）が、前記電極（１２）に直流（ＤＣ）パルス波形（３８）で電力
を供給するように前記電源（２２）を制御し、かつ前記加工物を通しての前記電極の移動
を総合調整しかつ前記電極と加工物との間に間欠的多重電気アークを生じるように前記多
軸機械を制御するようにさらに構成されている、請求項６記載の装置。
【請求項８】
　前記制御装置（３２）が、前記電極（１２）と加工物（２０）との間に、電気アーク発
生がない状態のそれらの間の放電と一時的に交互する間欠的多重電気アーク（４０）を生
じるようにさらに構成されている、請求項７記載の装置。
【請求項９】
　加工物（２０）を電食加工する方法であって、
　送り経路に沿って前記加工物（２０）を横切って高速回転する管状電極（１２）を送る
段階と、
　前記高速回転する電極を通して電解液（３０）を前記加工物に隣接する該電極の先端（
３４）に循環させる段階と、
　前記高速回転する電極（１２）及び加工物にＤＣパルス波形（３８）で電力を供給し、
前記電極先端（３４）と加工物との間に間欠的多重電気アーク（４０）を分散するように
して、該加工物を電食加工するようにする段階と、
を含む方法。
【請求項１０】
　前記電極先端（３４）と加工物との間に間欠的多重電気アーク（４０）を生じるように
前記高速回転する電極（１２）に電力を供給する段階をさらに含む、請求項９記載の方法
。
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